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新学習指導要領の実施に向けて
必要な準備
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本日の内容

•新学習指導要領の基本となる考え方

•育成すべき資質・能力

•指導と評価

•発達段階に応じた情報教育

•実施に向けての対応

•「情報Ⅰ」教員研修用教材

•参考（諮問，提言，概算要求など）



新学習指導要領の基本
となる考え方



社会認識－予測困難な社会

•知識・情報・技術が，社会のあらゆる領域での
活動の基盤として飛躍的に重要性を増していく。

•知識・情報・技術をめぐる変化の早さが加速度
的となり，情報化やグローバル化といった社会
的変化が，人間の予測を超えて進展するように
なってきている。

•社会の変化は加速度を増し，複雑で予測困難と
なってきており，しかもそうした変化が，どの
ような職業や人生を選択するかにかかわらず，
全ての子供たちの生き方に影響する。



人間の強み

•感性を豊かに働かせながら，どのような未来を
創っていくのか，どのように社会や人生をより
よいものにしていくのかという目的を自ら考え
だすことができる。多様な文脈が入り混じった
環境の中でも，場面や状況を理解して自ら目的
を設定し，その目的に応じて必要な情報を見い
だし，情報を基に深く理解して自分の考えをま
とめたり，相手にふさわしい表現を工夫したり，
答えのない課題に対して，多様な他者と協働し
ながら目的に応じた納得解を見いだしたりする
ことができる。



学習指導要領改訂の背景

•今，学校で教えていることは，時代が変化した
ら通用しなくなるのではないか

•人工知能の急速な進化が，人間の職業を奪うの
ではないか

予測できない変化を前向きに受け止め，主体
的に向き合い，自らの可能性を発揮し，より
よい社会と幸福な人生の創り手となるための
力を子供たちに育む学校教育の実現を目指す。



どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか

知識及び技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

育成すべき資質・能力の三つの柱

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，こ
れらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，
主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。

学習する子供の視点に立ち，育成を目指す資質・能力の要素を三つの柱で整理。

【参考】学校教育法第３０条第２項
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学習評価の改善・観点の整理
•児童生徒の学習改善につながる

•教師の指導改善につながる

•必要性・妥当性が認められないものは見直す

技能

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

知識・理解
主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

＜参考＞報告Ｐ．５ 改善等通知１．（４）

現行学習指導要領 新学習指導要領



学習評価の改善の基本的な方向性
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① 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと

② 教師の指導改善につながるものにしていくこと

③ これまで慣行として行われてきたことでも，

必要性・妥当性が認められないものは見直していくこと

学校における働き方改革が喫緊の課題となっていることも踏まえ，次の基本的な考え方に
立って，学習評価を真に意味のあるものとすることが重要。

＜参考＞報告Ｐ．５ 改善等通知１．（４）
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「知識・技能」の評価

※上記の考え方は，現行の評価の観点である
・「知識・理解」（各教科等において習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価）
・「技能（各教科等において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかを評価）
においても重視。

＜評価の工夫（例）＞

○ペーパーテストにおいて，事実的な知識の習得を問う問題と，知識の概念的な
理解を問う問題とのバランスに配慮する。

○実際に知識や技能を用いる場面を設ける。
・児童生徒に文章により説明をさせる。
・（各教科等の内容の特質に応じて，）観察・実験をさせたり，式やグラフで
表現させたりする。

＜参考＞報告Ｐ．７～８

〇 個別の知識及び技能の習得状況について評価する。

○ それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で，
概念等として理解したり，技能を習得したりしているかについて評価する。
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「思考・判断・表現」の評価

＜参考＞報告Ｐ．８～９

※上記の考え方は，現行の評価の観点である「思考・判断・表現」の観点においても重視。

＜評価の工夫（例）＞

○論述やレポートの作成，発表，グループでの話合い，作品の制作や表現等の
多様な活動を取り入れる。

○ポートフォリオを活用する。

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，
判断力，表現力等を身に付けているかどうかを評価する。
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価①

「主体的に学習に取り組む
態度」として観点別学習状況
の評価を通じて見取ることが
できる部分

観点別学習状況の評価に
はなじまない部分
（感性，思いやり等）

学びに向かう力，人間性等

※ 特に「感性や思いやり」など児童生徒一人一人のよ
い点や可能性，進歩の状況などについては，積極的に
評価し児童生徒に伝えることが重要。

個人内評価（児童生徒一人一人のよ
い点や可能性，進歩の状況について
評価するもの）等を通じて見取る。

知識及び技能を獲得したり，思考力，
判断力，表現力等を身に付けたりする
ことに向けた粘り強い取組の中で，自
らの学習を調整しようとしているかどう
かを含めて評価する。

＜参考＞報告Ｐ．９～11 通知２．（１）（２）

「学びに向かう力，人間性等」には，①主体的に学習に取り組む態度として観点別学習状
況の評価を通じて見取ることができる部分と，②観点別学習状況の評価や評定にはなじま
ない部分がある。

①

②
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価②

「おおむね満足
できる」状況
（Ｂ）

「十分満足できる」
状況（Ａ）

「努力を要する」
状況（Ｃ）

「主体的に学習に取り組む態度」については，知識及び技能を獲得したり，思考力，
判断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，自らの学
習を調整しようとしているかどうかを含めて評価する。

＜参考＞報告Ｐ．12 通知２．（２）



・観点別学習状況の評価や評定に
は示しきれない児童生徒一人一
人のよい点や可能性，進歩の状
況について評価するもの。

個人内評価

・観点ごとに評価し，
生徒の学習状況を分析
的に捉えるもの

・観点ごとにＡＢＣの
３段階で評価

評 定

・観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。

・５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）

・各教科における評価は，学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するもの（目標準拠評価）

・したがって，目標準拠評価は，集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なる。

知識及び技能
思考力，判断力，

表現力等
学びに向かう力，

人間性等

学習指導要領に

示す目標や内容

知識・技能
思考・判断・
表現

観点別学習状況

評価の各観点

主体的に学習に
取り組む態度

感性，思いやり
など

【まとめ】各教科における評価の基本構造

＜参考＞報告Ｐ．６ 14



小学校

基本的な文字入力
基本的な情報機器

の操作能力

プログラミングの
体験（算数，理科，

総合，他）

・発達段階に応じた指導
・バランスの取れた指導
・６年間を見通した指導







プログラミングに関する
学習活動の分類
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2018年度小学校プログラミング

・ 先行的に「授業を実施している」大幅に増加（16.1%→52.0%）
・「特に取組をしていない」大幅に減少 （56.8%→  4.5％）

【2017年度と比較して】



中学校

情報の

科学的な理解

（２進数など）

計測・制御

のプログラミング

ネットワークを活用した
双方向性のあるコンテン
ツのプログラミング

・主に技術分野における指導
・情報の科学的な理解
・簡単なプログラミング



（1）生活や社会を支える情報の技術につ
いて調べる活動などを通して，次の事項
を身に付けることができるよう指導する。

ア 情報の表現，記録，計算，通信の特性等の
原理・法則と，情報のデジタル化や処理の自動
化，システム化，情報セキュリティ等に関わる
基礎的な技術の仕組み及び情報モラルの必要性
について理解すること。

イ 技術に込められた問題解決の工夫について
考えること。



高等学校

「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」

ともに全員が

プログラミングを学ぶ

問題の発見・解決に

向けて情報と情報技術を

適切かつ効果的に活用

情報デザイン

ネットワーク

データの扱い

・必履修科目「情報Ⅰ」
・選択科目「情報Ⅱ」
・数学科との連携を強化



Ⅰ(1)情報社会の問題解決
•問題解決の過程を通じて，中学校までの段階で
学習したものを振り返る。

•情報Ⅰの(2)～(4)に向けたイントロダクション

•問題解決の方法を身に付ける

•情報の科学的な理解から法規等の意義を考える

•人に求められる仕事内容，能力の変化を考える

発見

分析

解決策
の検討

実施

評価

改善

発見

分析

実施

評価

改善

統計の活用

統計の活用 解決策
の検討

統計の活用
結果を
予想する力
解決策を
選択する力

ゴールを
想定する力

原因を判断する力

解決の程度を
判断する力

統計を活用
した思考・
判断・表現

統計の活用

問題の発見・解決に統計を活用して客観的に判断して進める



中学校の数学で習ったことを活用

１年生

• ヒストグラムや相対度数

• データを表やグラフに整理

• データの分布の傾向を読み取り批判的に考察し判断

２年生

• 四分位数や箱ひげ図

• データを整理し箱ひげ図で表す

• データの分布の傾向を読み取り批判的に考察し判断

３年生

• 標本調査

• 無作為に標本を取り出し整理する

• 標本調査の方法や結果を批判的に考察し表現

• 母集団の傾向を推定し判断



Ⅰ(2)コミュニケーションと情報デザイン
• ここで扱う情報デザインとは，効果的なコミュニケー
ションや問題解決のために，目的や意図を持った情報
を受け手に対して分かりやすく伝達したり，操作性を
高めたりするためのデザインの基礎知識や表現方法及
びその技術のことである。

• アルゴリズム，プログラミング，ネットワーク，デー
タの扱いにも情報デザインの考え方は重要

• ポスターやWebページ作成など具体的な実習を行う中
で実践的な力を育む。アクセシビリティ，ユーザビリ
ティ，ユニバーサルデザイン，色や造形，論理性など

インタフェース

ストップウォッチの状態遷移図

表現 機能 論理



Ⅰ(3)コンピュータとプログラミング
• コンピュータの仕組みや特徴
• 内部表現や誤差
• モデル化とシミュレーション
• アルゴリズムを表す複数の表現
• 用途に応じたプログラミング言語の使用
• プログラミング言語は指定しない
• 関数の使用による構造化ができること
• ネットワークは中学校で既習

(例)並べ替える（ソート）

プログラミングで学ぶ，プログラミングを学ぶ，プログラミングを活用する



数学A(2)場合の数と確率と連携

•場合の数と確率
• 確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，
それらを用いて事象の確率や期待値を求めること

• 確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判
断したり，期待値を意思決定に活用したりすること



Ⅰ(4)情報通信ネットワークとデータの活用

• ネットワークを構成する機器，プロトコル
• 小規模なネットワークを設計できる力
• 情報セキュリティは無線，有線の両方
• データを蓄積，管理，提供する仕組み
• サービスの仕組みと活用
• データを収集，整理，分析できること
• 形式や尺度水準の異なるデータの扱い
• 「量的データ」と「質的データ」の扱い
• 統計的処理とそれに基づく解釈
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数学Ⅰ(４)データの分析と連携

• 分散，標準偏差，散布図及び相関係数

• データを表やグラフに整理

• 具体的な事象における仮説検定の考え方

• データの散らばり具合や傾向を数値化する方法を
考察

• 目的に応じて複数のデータを収集し，適切な統計
量やグラフ，手法などを選択して事象の特徴を表
現

• 不確実な事象の起こりやすに着目し，主張の妥当
性について，実験などを通して判断したり，批判
的に考察したりする



Ⅱ(1)情報社会の進展と情報技術

•情報Ⅰの(1)～(4)を振り返る

•情報Ⅱの(2)～(5)に向けたイントロダクション

•情報技術の発展や情報社会の進展を踏まえる

•法律の意味や目的を考えて対応する力

•将来の情報技術や情報社会について考える

•情報技術の担う部分と人が担う部分

•人の役割の変化，知的活動や働き方の変化

•人に求められる資質・能力の変化

•情報技術を適切かつ効果的に活用する力

情報技術の進展→社会の変化→人に求められる資質・能力の変化→学び続けること



Ⅱ(2)コミュニケーションとコンテンツ
•Ⅰ(2)で身に付けた情報デザインを活用する

•目的や状況に応じてコミュニケーションの形態を
考え，メディアを選択し組み合わせを考える

•コンテンツを制作し，評価・改善する

•コンテンツを発信する方法を身に付け，発信した
時の効果や影響を考え，評価・改善する

•ルーブリックなどで定めた評価規準表による自己
評価，相互評価

情報デザインの活用→適切な評価→自己肯定感，意欲，学習の自己調整

CLI→GUI→NUI→OUI



Ⅱ(3)情報とデータサイエンス
• 多様かつ大量のデータを活用することの有用性

• データサイエンスが社会に果たす役割

• データサイエンスの手法によりデータを分析

• データに基づく現象のモデル化，予測，関連

• 結果の評価

• モデル化，処理，解釈，表現の改善

• データの収集や整理，整形

• 欠損値，外れ値，信頼性，信憑性の扱い

• 回帰，分類，クラスタリング，機械学習，人工知能
クラスタリング

分類

未知の
データ

未分類の
メール

※メールの分類にはベイズ統計などが使われている

多様かつ大量のデータの扱い

データの分析
↓

モデル化
↓

予測
↓

機械学習
↓

人工知能



数学Ｂ(2)統計的な推測と連携

•標本調査の考え方

•確率変数と確率分布

•二項分布と正規分布

•正規分布を用いた区間推定及び仮説検定

•確率分布や標本分布の特徴を，確率変数の平均，
分散，標準偏差などを用いて考察

•標本調査を集計し，収集したデータを基に母集
団の特徴や傾向を推測し判断するとともに，標
本調査の方法や結果を批判的に考察



Ⅱ(4)情報システムとプログラミング
• 情報システムの理解，社会への効果と影響

• 情報システムの要求分析，分割，設計，情報システム
の表し方，プロジェクト・マネジメント

• 分割した情報システムの制作，テスト，統合

• 制作の過程を含めた評価・改善

• データを扱う情報システムの作成も考えられる

検出

判断

送信

受信

表示

インターネット

検出

検出

検出

システムの構想→分割→作成→統合，全体のマネジメント



Ⅱ(5)情報と情報技術を活用した
問題発見・解決の探究

• コンピュータや情報システムの基本的な仕組みと活用
• シミュレーション，情報システム，外部機器の使用

• コミュニケーションのための情報技術の活用
• コンテンツの制作，組み合わせ，仮想現実，拡張現実，
複合現実，プロジェクションマッピングなど

• データを活用するための情報技術の活用
• 問題解決のためにデータを組み合わせ，処理する

• 情報社会と情報技術
• 人工知能の発達による社会や生活の変化についてまとめ，
人間に求められる能力の変化，職業の変化について考える

• 複数の項目に関わる課題

• 新たな価値を創り出そうとする態度の育成

探究
↓

活用
↓

新たな価値



共通必履修科目
情報Ⅰ

選択科目
情報Ⅱ

情報産業と社会

情報の表現と管理

情報テクノロジー

情報セキュリティ

共通教科情報科 専門教科情報科

共通的分野の科目群

情報システムのプログラミング

ネットワークシステム

データベース

情報システム分野の科目群

情報デザイン

コンテンツの制作と発信

メディアとサービス

コンテンツ分野
の科目群

課題研究

情報実習

総合的科目

共通教科情報科と専門教科情報科の接続



総合科学技術・イノベーション会議（第43回）20190418 ＡＩ戦略(人材育成関連)より



「情報Ⅰ」教員研修用教材
より抜粋

























※他３団体



参考

•新しい初等中等教育の在り方について（諮問）

•教育再生実行会議第十一次提言

•学校教育情報化推進法

•新時代の学びを支える先端技術活用推進方策

•令和２年度概算要求

• 2019年度補正予算案










